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図　面　名　称
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有限会社 内山建築設計事務所

青森県教育庁 学校施設課



種別 仕上げ(厚さmm) 塗装 充填

・Ａ種 ・せっこうボード

  　　※ 9.5mm)

・合板 

 材種(・　　　　  )

 厚さ(・　　   mm 

　　  ※ 9mm)

・なし

・片面

・

グラスウール

厚さ　　 (mm)

 ・Ｂ種

材質 仕上げ 塗装 設置箇所

・ ・ ・なし

・片面

・　か所

・図示※木製 ※合板張り程度

 厚さ(・　　　　mm  

 種類(・　　　　 　)

・

※Ｃ種  防炎シート

工法 処理範囲

・サンダー工法
・図示

※既存仕上げ面全体

・高圧水洗工法
・図示

※既存仕上げ面全体

・塗膜はく離剤 

 工法

・図示

※既存仕上げ面全体

・水洗い工法

・図示

※サンダー工法、高圧水

洗工法、塗膜はく離剤工

法の処理範囲以外の既存

仕上面全面

下地面の補修

・ひび割れ部

 改修工法

・浮き部改修工法

・欠損部改修工法

・ひび割れ部

 改修工法

・浮き部改修工法

・欠損部改修工法

種類の記号 呼び径(mm) 備考

種類
種類の

記号

鉄筋の形状、網目寸法、

鉄線の径(mm)
使用部位

 ・溶接金網

 ・鉄筋格子

部位 継手の方法 呼び径(mm)

柱、梁の主筋
 ・ガス圧接　・機械式継手

 ・溶接継手　

耐力壁の鉄筋  ・重ね継手　

その他の鉄筋

（　　　　　）
 ・重ね継手　

 ・SD295A

 ・SD345

D16以下

D19以上

　　　　　　保管場所（・図示　　・　　　　      　 　）

・固定された備品、机、ロッカー等の移動（・図示・   　）

２）既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を

・仕上塗材仕上げ

・下地調整材

・既存塗膜等の

　下地処理及び

　下地調整

Ⅰ　工事概要

１．工事場所

２．敷地面積

３．工事種目

４．工事範囲

Ⅱ　建築改修工事仕様

（１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣

官房官庁営繕部制定の「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）

による。

　　の証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）

　　を監督職員に提出して承諾を受ける。ただし、あらかじ

　　め監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

　　①品質及び性能に関する試験データを整備していること

　　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　　③安定的な供給が可能であること。

　　④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得して

　　　いること。

　　⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　　⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料

　　・床型枠用鋼製デッキプレート・鉄鋼柱下無収縮モルタル

　　・無収縮グラウト材　・既製調合モルタル(タイル工事用)

　　・既製調合目地材・ルーフドレン　・吸水調整材　

　　・錠前類　・クローザ類　・自動扉機構

　　・自閉式吊り引戸機構(手動開き式)・重量シャッター

　　・軽量シャッター　・オーバーヘッドドア　・防水剤

　　・現場発泡断熱材(特定のフロンによるものを除く)

　　・フリーアクセスフロア　・可動間仕切　・移動間仕切

　　・トイレブース　・煙突用成形ライニング材

　　・天井点検口　・床点検口　・グレーチング

　　・トップライト　・ポリマーセメントモルタル

　　・鋳鉄製ふた

項　　目

・適用区分

・環境への配慮

　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

　　   　　　　　　　　　　　　　　　　(1.4.1)[1.4.1]

１）図面、本特記仕様書、標準仕様書及び改修標準仕様書に

２）本設計図書における「標準詳細図」とは、次の基準を指

　　建築工事標準詳細図（平成28年版）

　　建築物解体工事共通仕様書（平成31年版）

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次

の条件を用いる。

・風圧力

・積雪荷重

　　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域

　　風速（Ｖｏ＝　　ｍ／ｓ）　地表面粗度区分（   　）

　　別表（　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　記載のない事項は次の基準による。

　　す。

１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所

　　要の品質及び性能を有すると共に、次の①から④を満た

　　すものとする。

　　①合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、

　　　単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の

　　　木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩

　　　衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド

　　　及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

　　　料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散

　　　量」の区分に応じた材料を使用する。

　　②接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベ

　　　ンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　　③接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタ

　　　ル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性

　　　の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、そ

２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区

　　分において、「規制対象外」とは次の①又は②に該当す

　　　の他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒ

　　　ド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

　　　材料を使用したものとする。

　　る材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該

　　当する材料を指す。

　　①建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第一種、

　　　第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外

　　　の材料

　　②建築基準法施行令第20条の７第４項の規定により国土

　　　交通大臣の認定を受けた材料

　　③建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第三種ホ

1 ・適用基準

章

章

・材料の品質等 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1.4.2)[1.4.2]

　　　ルムアルデヒド発散建築材料

　　④建築基準法施行令第20条の７第３項の規定により国土

　　　交通大臣の認定を受けた材料

１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性

　　能の他、通常有すべき品質及び性能を有するものとする。

２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等

　　品を使用するものとし、同等品を使用する場合は監督職

　　員の承諾を受ける。

３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法につい

　　ては、材料製造所の指定する工法とする。

４）本工事に使用する材料のうち、５）に指定する材料の製

　　造業者等は、次の①から⑥の事項を満たすものとし、そ

2

章

・ 足場等

外部足場　・設置する（設置範囲　・工事に必要な範囲　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　）

　　　　　・設置しない

防護シート・設置する（設置範囲　・工事に必要な範囲　

　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　）

[2.2.1][表2.2.1]

[2.1.3]

・防音パネル

・防音シート

防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲

・

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に

当たっては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足

場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置き方式又

は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

　の対策　

　　　　　　養生方法（・ビニルシート等　・　       　）

　　　　　・設置しない

内部足場　・設置する（※脚立、足場板等　・　  　　）　  

・既存部分　養生方法（・　      ※ビニルシート、合板）

・既存家具、既存設備等　　　　

　　　　　　養生方法（・　  　　　　 ※ビニルシート等）

・既存ブラインド、カーテン等　

・既存部分の

養生

　　　　　・設置しない

材料、撤去材等の運搬方法

　　種別（・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・Ｅ種）　　　       

　     Ｃ種：利用可能なエレベーター　（　　　　　　　）

       Ｄ種：利用可能な階段　　　　　（　　　　　　　）

１）養生方法等

[2.3.1]

　　を行う。また、万一損傷等を与えた場合は、受注者の責任に

　　おいて速やかに修復等の処置を行う。

１）仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所  ・図示  

２）仮設間仕切りの種別と材質等

[2.3.2][表2.3.1]・仮設間仕切り

３）仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

※下地調整塗材　・ポリマーセメントモルタル

　※規制対象外　・　

[4.6.3]

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

[4.6.3]

［4.1.5］［4.2.2］[4.6.5][表4.2.4]
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修
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外壁用塗膜防水塗り

書4章　外壁改修工事（コンクリート打ち放し仕上げ外壁改修）に

よる

モルタル面のひび割れ部、欠損部及び浮き部の処理は、改修特記

仕様書4章　外壁改修工事（モルタル塗り仕上げ外壁改修）による

既存塗膜等の除去、下地処理及び下地調整は、改修特記仕様書

4章　外壁改修工事（塗仕上げ外壁等改修）による

[4.1.5][4.2.2][4.8.2][表4.2.6]

　仕上げの形状　・　　　　　　　　工法　・　

　外壁用仕上塗材の耐候性  ・  

　　　　　　　　　　　　　※JIS A 6909の耐候形1種相当

　下地挙動緩衝材の適用　・適用する　　・適用しない

　吹付け工法の模様材の種類　・　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　・所要量　　　　　(kg/㎡)

　外壁用仕上塗料の種類　　　・　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　・所要量　　　　  (kg/㎡)

コンクリート面のひび割れ部及び欠損部の処理は、改修特記仕様

 防水材塗り

・外壁用塗膜

章

8

　・　

・既存壁

　・　

・既存柱、梁面

　・打継ぎ面の15～30％程度に、平均深さ2～5mm（最大7mm）

　　程度の凹凸を全体にわたってつける

　・打継ぎ面の10～15％程度に、平均深さ2～5mm（最大7mm）

　　程度の凹凸を全体にわたってつける　

　撤去範囲

　・図示による（　　　　　）　　・　

　はつり出した鉄筋及び鉄骨の処置

　・図示による（　　　　　）　　・　

既存構造体コンクリート面の目荒らしの程度及び範囲　

[8.24.4][8.25.2][8.28.2]　処理等

既存構造体の撤去

・柱補強工事（溶接金網巻き工法又は溶接閉鎖フープ巻き

・柱補強工事（鋼板巻き工法又は帯板巻き付け工法）

[8.21.2、3][8.22.2、3][8.23.2、3]

事で第８章を引用している部分

・　

工事内容

・現場打ち鉄筋コンクリート壁の増設工事

・鉄骨ブレースの設置工事

工法）

・連続繊維補強工事

・耐震スリット新設工事

・免震改修工事

・制振改修工事

・土工事及び地業工事

・　

・既存部分の

・改修標準仕様書において第８章耐震改修工事以外の改修工

・改修標準仕様書 第８章 耐震改修工事・適用範囲

耐
震
改
修
工
事 

共
通
事
項 

鉄筋の種類等

[8.2.1]
8

章

・鉄筋

１
鉄
筋
工
事

鉄線の形状等

[8.2.2]・溶接金網

鉄筋の継手の方法等

継手位置

　・図示による（構造関係共通事項(配筋標準図)

　　5.1、6.1、7.1、7.3、8.1)

[8.3.4][8.4.2,3]・鉄筋の継手

　及び定着

八戸東高等学校普通教室棟補強改修工事

青森県八戸市類家１丁目４－４７

　　　　 ㎡（地目：学校用地　所有：青森県）

・鉄筋工事

・鉄筋工事

・左官工事

・撤去工事

建築改修工事

・直接仮設工事

・土工事

・地業工事

電気設備改修工事

・幹線設備工事

・動力設備工事

機械設備改修工事

・エアコン室外機移設工事

・ピット内配管移設補修工事

③-１ 普通教室棟（鉄筋コンクリート造　３階　延 2,615㎡）

平成31年版［令和７年制定］」（以下「改修標準仕様書」という。）

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工

事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。なお、電気

設備工事の特記仕様書は（　／　）図、機械設備工事の特記仕様書は

（　／　）図による。

（３）本特記仕様書の表記

１）項目は、・印の付いたものを適用する。

２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

３）特記事項に記載の[　． .　]内表示番号は、改修標準仕様書の当

該項目、当該図又は当該表を示す。

４）特記事項に記載の(  .  .  )内表示番号は、標準仕様書の当該項

目、当該図又は当該表を示す。

５）Ｇ印は、「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律（平

成12年法律第100号）に基づく「環境物品等の調達の推進に関する

基本方針（令和 2年2月7日変更閣議決定）」に定める特定調達物

品における判断の基準（特定調達品目「公共工事」においては表１

中の品目ごとの判断の基準）を満たすものを示す。

・補強改修工事

・騒音・粉じん等

訂 正 　月　日

・

・

・

設計番号

図面番号縮尺

工事名称

図面名称

製　図担　当所　長設計年月日

・ ・

青森市大字安田字近野100-5

有限会社 内山建築設計事務所

TEL 017-782-4083

岡
澤

内
山１級建築士 第 153885 号　内山 直隆

１級建築士事務所　A1-601 号

０１

Ｒ８ 　３ 八戸東高等学校普通教室棟補強改修工事

1:--- Ａ特記仕様書(1)



設計基準強度

(N/mm2)

スランプ

(cm)

気乾単位容積質量

(t/m3)
適用箇所

・2.3程度　

・

 ・15  ・柱脚

種別 適用箇所

 ・a種

 ・b種 仕上塗材塗り

 ・c種
セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り

モルタル塗り、胴縁下地

種別 適用箇所

 ・a種
合成樹脂塗床、ビニル系床材張り、コンクリート

直均し仕上げ、フリーアクセスフロア(置敷式)

 ・b種
カーペット張り、防水下地、

セルフレベリング材塗り

 ・c種 タイル張り、モルタル塗り、二重床

化粧打ち放しコンクリート、塗装仕上げ、壁紙張り

接着剤による陶磁器質タイル張り

補強工事 工法の種類 適用箇所

・現場打ちコ

ンクリート壁

の増設工事

・工法指定なし

・図示による（　　）

・

・柱補強工事

（溶接金網巻

き及び溶接閉

鎖フープ巻き

工法）

・工法指定なし

・図示による（　　）

・

・工法指定なし

 ・流込み工法

8.21.8(1)(ｱ)、(2）

 ・圧入工法

8.21.8(1)(ｲ)、(3)

 ・流込み工法

8.21.8(1)(ｱ)、(2）

 ・圧入工法

8.21.8(1)(ｲ)、(3)

 ・流込み工法

8.21.8(1)(ｱ)、(2）

 ・圧入工法

・全ての増設壁

・図示による（　　）

・図示による（　　）

・全ての増設壁

・図示による（　　）

・全ての増設壁

・図示による（　　）

・全ての増設壁

・図示による（　　

・全ての増設壁

・全ての増設壁

・図示による（　　）

8.21.8(1)(ｲ)、(3)

種類の記号 適用箇所（主要な部分） 規格

・JIS規格による　

・JIS規格による　

種類 材料・工法

・耐火材吹付け

・乾式吹付けﾛｯｸｳｰﾙ

・半乾式吹付けﾛｯｸｳｰﾙ

・温式ﾛｯｸｳｰﾙ

・

・

・耐火材張り

・繊維混入けい酸ｶﾙｼｳﾑ

板

・

・耐火材巻付け
・高断熱ﾛｯｸｳｰﾙ

・ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り ー

・耐火塗料

性能

（耐火

時間）

適用箇所

部分）

（部位・　

 ・24

・補強改修工事

柱及び梁主筋の重ね継手の長さ

　・図示による(構造関係共通事項(配筋標準図) 3.1表3.1）

　・図示による(構造関係共通事項(配筋標準図) 3.1(a)(3)）

鉄筋の定着の長さ

　・図示による(構造関係共通事項(配筋標準図) 3.1(b)）

耐力壁の重ね継手の長さ

　・図示による(構造関係共通事項(配筋標準図) 3.1表3.1）

　・図示による(構造関係共通事項(配筋標準図) 3.1(a)(3)）

最小かぶり厚さ

　・図示による（構造関係共通事項(配筋標準図) 4.1表4.1）

　・　

耐久性上不利な箇所がある場合（塩害等を受けるおそれの

ある部分等）

　・あり　適用箇所（　　　　　）

　・最小かぶり厚さに加える厚さ　（　　　）mm

[8.3.5]・鉄筋のかぶり

　厚さ及び間隔

　含む）

 （溶接金網を

仕様　　・図示による（　　　　　）　　・　

超音波探傷試験

　※行う（全圧接部）

適用箇所　　・図示による（　　　　　）　　・　

H12建告第1463号に適合する性能

　・A級　　・　

機械式継手の種類

　・図示による（　　　　　）　　

適用箇所　　・図示による（　　　　　）　　・　

H12建告第1463号に適合する性能

　・A級　　・　

溶接継手の工法　　　・図示による（　　　　　）　

[8.3.8]

[8.4.2]

[8.4.3]

[8.21.6][8.22.7]

・圧接完了後の

・機械式継手

・溶接継手

　圧接部の試験

・割裂補強筋

構造体用モルタル

　圧縮強度　（　　　　　）

　フロー値　（　　　　　）

構造体強度補正値　　※6N/mm2　　・　

コンクリートの種類

　・　　　　　　　　※普通コンクリート

設計基準強度

　※18N/mm2　　・　

スランプ

セメントの種類

　※15cm又は18cm ・　

　※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカ

　　セメントA種又はフライアッシュセメントA種

　適用箇所

　・高炉セメントB種 Ｇ

　・フライアッシュセメントB種 Ｇ

　・図示による（　　　　　）

[8.11.1]

[8.10.2]

[8.2.6]

・暑中

・無筋

・構造体用

　モルタル

　コンクリート

　コンクリート

8

章 コンクリートの類別

　※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

　・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート）

・普通コンクリート　

構造体強度補正値　・　

　　　　　　　　　※改修標準仕様書表8.2.4による

種類

　※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカ

　　セメントA種又はフライアッシュセメントA種（普通ポル

　　トランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定

　　の他、水和熱が7日目で352J/g以下、かつ28日目で

　　402J/g以下のものとする）　　適用箇所（　　　　　）

　・高炉セメントB種 Ｇ　　適用箇所（　　　　　）

　・フライアッシュセメントB種 Ｇ 適用箇所（　　　　　）

　・　

[8.2.5]

[8.1.3、4][8.2.5][8.9.2]

・コンクリート

・コンクリート

　の気乾単位容

　積質量による

　種類及び強度

　等

　の種類

・セメント

[8.1.3]

２
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

アルカリシリカ反応性による区分

　※A　　・B

・混和剤

　混和剤の種類　　※改修標準仕様書8.2.5(4)(a)による

　　　　　　　　　・　

・混和材

　混和材の種類　　※改修標準仕様書8.2.5(4)(b)による

　　　　　　　　　・　

[8.2.5]

[8.2.5]

・混和材料

 コンクリート

   仕上げ部)

適用箇所

　・図示による（　　　　　）　・　

打継ぎの位置

　・図示による（　　　　　）

目地寸法

　・標準仕様書9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)による

ひび割れ誘発目地の位置・形状・寸法　

　・図示による（　　　　　）　　・　

　・図示による（　　　　　）

コンクリートの仕上りの平たんさ（柱・梁・壁）

コンクリートの仕上りの平たんさ（床）

・打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）

・打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）

　・20mm　　・　

　・10mm　　・20mm　　・　

せき板の材料及び厚さ

　・合板（※12mm　　・　　）

　・　

・断熱材を兼用した型枠材

　使用箇所　　・図示による（　　　　）　　・　

・MCR工法用シート

　適用箇所　　・図示による（　　　　）

　打増し範囲　　・図示による（　　　　　　　　　　）

　・　

　・打増し厚さ　　・20mm　　・　

[8.2.7]

[8.7.8]

[8.1.4]

(6.15.1)

(6.6.4)(6.8.1)

・型枠

・打増し厚さ

  (打放し

　コンクリート

　の仕上り

　ひび割れ誘発

・打継ぎの位置、

・流動化

　目地､打継目地

スリーブの材種・規格等

・図示による（　　　　　）　　・　

シアコネクタをセパレーターとして使用

使用箇所　　・図示による（　　　　　）　　・　

[8.7.8]・型枠の加工

　及び組立

コンクリート打設工法の種類

[8.21.8][8.23.5～7]・コンクリート

　の打込み工法

　等

鉄骨製作工場の加工能力

　※建築基準法第68条の25に基づき国土交通大臣から構造

　　方法等の認定を取得している鉄骨製作工場又は同等以上

　　の能力のある工場

　（　　　　　）グレード以上

　・監督職員の承諾する工場

・配置する　　　・配置しない

種類等

[8.1.5]

[8.1.6]

[8.2.8]

・鉄骨製作工場

・鋼材

　管理技術者

　における施工
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・鉄骨製作工場

３
鉄
骨
工
事

・溶接材料

溶接材料　

　・改修標準仕様書8.2.10(1)(2)による

　・　

[8.2.10]

・製作精度

　通しダイアフラムの突合せ継手の食い違いの寸法

　　※H12建告第1464号第二号イ(2)による

　　・　

　アンダーカットの寸法

　　※H12建告第1464号第二号イ(3)による

　　・　

食い違い・仕口のずれの検査方法及び補強方法

　・　

次による。

鉄骨の製作精度は、JASS 6 付則6 [鉄骨精度検査基準]に加えて、

　・「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュア

　　ル」による

[8.13.3]

・仮組

・溶接接合

・入熱、

・溶接部の試験

・錆止め塗装

・耐火被覆

・アンカーボルト仮組を行う範囲　　

　・図示による（　　　　　）　　・　

[8.13.10]

試験の要領　　

　・図示による（　　　　　）　　・　

[8.15.3]

開先の形状　

　・図示による（　　　　　）　　・　

・エンドタブの切断する部分　

　切断する箇所

　　・図示による（　　　　）　・　

　切断する範囲　

　　・　

　　・エンドタブ、裏当て金等は、梁フランジの端から5mm以下を

　　　残して直線上に切断する。なお、切断線が交差する場合は、

[8.15.4、7]

　　　交差部をアール状に加工する

　切断面の仕上げ 　　

　　※改修標準仕様書8.15.7(1)(ｶ)(b)②による　　

・スカラップの形状　

　・図示による（　　　　　）　　　

　・　

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件

　・図示による（　　　　　　　　　　）

　・　

適用箇所

　・図示による（　　　　　　　　　　）

　・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部

平12建告第1464号第二号に関する外観試験方法等　

　　・抜き取り検査①　　※抜き取り検査②

　　ル」3.5.2　受入検査による

方法等　

　・工事現場溶接の場合　　※全数

　・工場溶接の場合　　　　※全数

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験　

　　する。

　　・　

　・耐火被覆材が接着する面の塗料の種別

　　　※A種　　・　

　　　たものの内側の錆止め塗料の種別

　・下記以外の鉄鋼面は、7章[塗装改修工事]による

塗料の種別

　・図示による（　　　　　）　　・　

　耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲

　・図示による（　　　　　）　　・　

　耐火被覆材の接着する面の塗装範囲

塗装の範囲

　・「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュア

JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する試験

　・JASS6 10.4［受入検査］e.溶接部の外観検査(1)から(5)まで

　　による。ただし、完全溶込み溶接部の外観検査の抜取箇所は、

　　超音波探傷試験の試験箇所と同一とする。外観試験の不合格

　　・鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接され

　　箇所は、すべて標準仕様書7.6.13による補修を行い、再試験

[7.3.3][8.17.2、4]

[8.15.12]

種類、材料、工法等　

[8.18.2～8]

　種別　　・A種　　・B種

柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別

　厚さ　・　

　種別　※A　　　・　

構造用アンカーボルトの形状及び寸法

　・図示による（　　　　　）　　・　

構造用アンカーフレームの形状及び寸法

　・図示による（　　　　　）　　・　

建方用アンカーボルトの形状及び寸法

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法

　・図示による（　　　　　）　　・　

(7.10.3)

・溶接技能者の技

　量付加試験

　の設置等

　パス間温度の

　溶接条件

・構造体

・骨材

訂 正 　月　日

・

・

・

設計番号

図面番号縮尺

工事名称

図面名称

製　図担　当所　長設計年月日

・ ・

青森市大字安田字近野100-5

有限会社 内山建築設計事務所

TEL 017-782-4083

岡
澤

内
山１級建築士 第 153885 号　内山 直隆

１級建築士事務所　A1-601 号 Ｒ８ 　３ 八戸東高等学校普通教室棟補強改修工事

Ａ ０２1:---特記仕様書(2)



厚さ 適用箇所

※60
・基礎スラブ下・基礎梁下・土間コンクリート下

・土に接するスラブ下

・ ・

厚さ 適用箇所

※50
・基礎スラブ下・基礎梁下・土に接するスラブ下

・

・ ・

適

用

測定

名称
測定時期 測定場所

測定箇所数

(各施工箇所ごと)

・ 測定1

処理作業前

処理作業室内 ・計点

・ 測定2
調査対象室

外部の付近
・計点

・ 測定3

処理作業中

処理作業室内 ・計点

・

・

セキュリティー

ゾーン入口

・計点

測定5

集じん・排気装置

の排出口(処理作

業室外の場合)

出口吹出し風速

1m/sec以下の位置

・計点

材料名

定性分析方法 定量分析方法

JIS A 1481-１

又は

JIS A 1481-2

JIS A 1481-3

又は

JIS A 1481-4

・　　　　箇所 ・　　　　箇所

・ ・　　　　箇所 ・　　　　箇所

・ ・　　　　箇所 ・　　　　箇所

測定4

・マスチック塗装 A種

測定名称 測定方法

・測定4

・測定5

粉じん相対濃度計(デジタル粉じん計)、パーティクル

カウンター、繊維状粒子自動測定器(リアルタイムフ

ァイバーモニター)等の粉じんを迅速に測定できる機

器を用いた測定

測定名称
メンブレンフィルタ

直径(mm)

試料の吸引

流量(L/min)

試料の吸引

時間(min)

・測定4

・測定5
25 5 30

・測定

・
47 10 120

・測定

・
47 10 240

・測定

・

測定6 ・施工区画周辺

・敷地境界 

・ 測定7
処理作業後

(ｼｰﾄ養生中)

処理作業室内 ・計点

・測定8

1週間以降

処理作業室内 ・計点

・測定9
調査対象室外部

の付近

・計点

処理作業後

ｼｰﾄ撤去後

処理作業室外 ・計点

処理作業中

・穿孔

・施工確認試験

・あと

8
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・あと

４
あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー
工
事

埋込み配管等の探査方法　

　・はつり出しによる

　・　

試験方法　　

　・　　　　　　　　　　　　※引張試験機による引張試験

確認強度　

　※図示による（耐震補強共通図）・　

耐震改修部位に使用するD13以上のあと施工アンカーは、

ケーシング又はダイヤモンドビット等を用いた低騒音工法を採用

する。　

[8.12.4]

[8.12.7]

　※鉄筋探知機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の

　　位置に墨出しを行う。

　　セット方式　　※本体打込み式改良型

　　接合筋の種類、径、長さ　・図示による（　　　　　）　　

　　・性能確認試験

　　　試験及び試験数　・図示による

　・接着系アンカー

　　・引張耐力　　・　　　kN　　・図示による（　　　）

　　・せん断耐力　・　　　kN　　・図示による（　　　）

　　アンカーの種類　　※カプセル方式回転・打撃式

[8.2.4]

　　接着剤の品質　　・有機系　　・無機系

　　アンカー本体の径及び埋込み長さ　・図示による

　　アンカー筋の種類　・　

　　アンカー筋の新設壁内への定着の長さ

　　　・図示による（　　　　　）　　・　

　　・性能確認試験

　　　試験及び試験数　・図示による

　・金属系アンカー（耐震補強用）

　　・引張耐力　　・　　　kN　　・図示による（　　　）

　　・せん断耐力　・　　　kN　　・図示による（　　　）

　　アンカー本体の径及び埋込み長さ

　　・図示による（　　　　　）

種類等　施工アンカー

　施工アンカー

　の穿孔工法

8
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８
土
木
工
事
及
び
地
業
工
事

[8.28.3]

埋戻し及び盛土

・Ａ種　適用場所（　　　　）

・Ｂ種　適用場所（　　　　）

・Ｃ種　適用場所（　　　　）　 土質(　　　　)　　　　

　　　 受渡場所（    　　）

・Ｄ種　適用場所（　　　　）

[8.28.3]

鋼矢板等の抜き跡の処理　

山留めの存置

  ・行う　    （存置範囲　　※図示（　　　　　　　））

  ※直ちに砂で充填する　　・　

[8.2.15][8.28.4]

材料　　

 ・再生クラッシャラン　 Ｇ

 ・切込砂利又は切込砕石

厚さ及び適用範囲

・砂利地業

・捨コンクリート

材料

　・再生クラッシャラン　Ｇ　

　・切込砂利又は切込砕石
厚さ及び適用範囲

厚さ及び適用範囲

[8.2.15][8.28.4]

[8.2.15][8.28.4]

・床下防湿層

材料

  ・　　　　　　※ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上

施工範囲　・図示（　　　　）

(4.6.2)

(4.6.5)

・山留めの撤去

・砂利地業

　及び盛土

　地業

・埋戻し

５
グ
ラ
ウ
ト
工
事
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・柱底均し

　グラウト材

・柱底均しモルタル　

　※無収縮モルタル　　・　

・グラウト材　

　無収縮グラウト材の材質等

[8.2.12]

混和材 セメント系（酸化カルシウム及びカルシウム・サル

ファ・アルミネート等によって膨張する性質を利用

するもの）とする。

セメント JIS R 5210「ポルトランドセメント」に適合した普

通または早強ポルトランドセメントとする。

砂 土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質

を有するもので、特に精選されたものを絶対乾燥状

態で使用する。

ただし、現場調合形に使用される砂の乾燥状態につ

いては、規定しない。

コンシス

テンシー

Jロートによる流下時間

ブリージ

ング

練り混ぜ2時間後のブリージング率　：　2.0％以下

凝結時間 凝結開始時間　：　1時間以上

終結時間　　　：　

無収縮性 材齢　 7日　収縮しない

圧縮強度

塩化物量

練混ぜ完了から 3分以内の値　：　8±2秒

10時間以内

材齢　 3日　20.0N/mm2以上

0.30kg/m3以下

材齢　28日　40.0N/mm2以上

試験方法 1）NEXCO試験方法　試験法312-1999「無収縮モルタ

ル品質管理試験方法」による。プレミックス形と現

場調合形で混和材が同一の場合の試験はプレミック

ス形のみとする。

2）塩化物量の試験は、JIS A 1144「フレッシュコン

クリート中の水の塩化物イオン濃度試験方法」によ

る
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章

・石綿含有建材の

環
境
配
慮
改
修
工
事

施工調査

※石綿含有建材の事前調査

　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等に

　より石綿を含有している吹き付け材、成形板、建築材料等の使用

　の有無について調査する。

　調査範囲（・施工範囲全て　・図示　　　　　　　）

　貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・分析による石綿含有建材の調査

　分析対象

　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、

　　クリソタイル、クロシドライト、トレモライト

　分析方法

　　サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

　　採取箇所　・図示　　　・　

・石綿粉じん濃度測定

　測定時期、場所及び測定点

[9.1.1、3～5]

　除去工事

測定方法
・自動測定器による測定

・JIS K 3850-1に基づいた測定

石綿含有建材の処理

　・石綿含有吹付け材の除去

　　除去対象範囲　・図示　・　

　　除去工法　　　・             ※9.1.3（2）(ｱ)による

　　除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置

　　　※湿潤化　・固形化

　　除去した石綿含有吹付け材等の処分

　　　・埋立処分(管理型最終処分場)　

      ・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　・石綿含有保温材等の除去

　　除去対象範囲　・図示　　・　

　　除去工法　　　・破砕して除去　・手ばらし　　

　　除去した石綿含有保温材等の飛散防止

　　　※湿潤化　　・固形化

　　除去した石綿含有保温材等の処分　

     ・埋立処分（管理型最終処分場）　

     ・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　・石綿含有成形板の除去

　　除去対象範囲　・図示　　・　

　　除去した石綿含有成形板の処分

　　　・石綿含有せっこうボード

　　　　※埋立処分(管理型最終処分場)

　　　・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

　　　・埋立処分(安定型最終処分場)　　　　

　　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

石綿含有建材除去後の仕上げ工事　・図示　　　・　
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耐震スリット　構造特記仕様書

４）スリット位置では、仕上材も共に切断する。

５）スリット幅は30㎜を標準とし、かつ、スリット高さの1/50以上とする。

６）スリット設置によって露出した鉄筋には、防錆処理を行う。

７）耐火目地とシールを配して、耐火性能と止水性能を確保する。

２）スリットの端部は建具際とし、建具を損傷させない。

１）耐震スリットは、既存の腰壁・垂壁・袖壁をコンクリートカッターにより所定の間隔

柱に袖壁が取付く場合

シール

目地材

(a)

(a)

(柱)

(開口部)

(壁)

(大梁・地中梁)

(開口部)

(壁)

(柱)

(大梁・地中梁)

柱に袖壁が取付かない場合

シール

目地材

３）スリットは、開口補強筋・主筋も含めて切断する。

８）標 準 図

　　に切断して形成する。

ＲＣ増設壁　標 準 図

※ シングル配置とする事が望ましい。

シングル配置の場合(a)

はしあき

(5da以上)

ピッチ

(7.5da以上かつ300㎜以下)

ダブル配置の場合(b)
ピッチ

(7.5da以上かつ300㎜以下)

はしあき

(5da以上)

へりあき

(2.5da以上かつ主筋の内側)

ゲージ

(5.5da以上)

チドリ配置の場合(c)

ゲージ

(4da以上)

へりあき

(2.5da以上かつ主筋の内側)

ピッチ

(7.5da以上かつ300㎜以下)

はしあき

(5da以上)

▽アンカー芯

失敗穴（モルタル等で補修）

アンカー芯より内側にあける。

(a)構造スラブの場合

(b)土間コンクリートの場合

・スラブ上端(梁上端)を目荒し後、あと施工アンカー打設

・土間コンクリートを１次撤去し、梁上端にあと施工アンカー打設

・既設の床筋と同等の配筋後、土間コンクリート復旧

取付け部 目荒し

土間コンクリート 撤去・復旧

※150～200㎜程度残して切断

既設床筋

新設床筋（既設床筋と同等にて復旧）

３）あと施工アンカーのスラブ面への打設

２）接着系あと施工アンカーの穴あけ

１）接着系あと施工アンカーの間隔

はしご筋を用いた場合の配筋例(c)

４）拘束筋の配筋例

(a)圧入工法［下部より圧入］

(c)注入工法

５）コンクリートの打設方法

幅止メ筋 D10

壁縦筋 D13-@200

壁横筋 D13-@200

アンカー筋

（ナット付）

①使用鉄筋

②配筋する範囲

　・D10以上

③最小配筋量　　

　・アンカー筋・接合筋の長さ全域

　・壁筋ダブルの場合　 壁筋比の1/4

　・壁筋シングルの場合 壁筋比の1/2

アンカー筋

（ナット付）

壁横筋 D13-@200

壁縦筋 D13-@200

スパイラル筋 φ6

スパイラル筋

①スパイラル径

　・壁筋を拘束しうる大きさ

②線材の太さ

　・6φ以上

③最小配筋量

　・壁筋ダブルの場合　 壁筋比の1/2

　・壁筋シングルの場合 壁筋比程度

壁横筋 D13-@200

（ナット付）

アンカー筋

壁縦筋 D13-@200

面外：2-D10-@200

はしご筋

面内：2-2-D10

壁周辺補強筋

2-D16（4周）

はしご筋

①はしご筋

　・面内方向筋　2-2-D10以上

② ピッチ

　・アンカー筋と同じ

③ 上下はしご間距離

　・100㎜程度

④ 最小配筋量

　・壁筋ダブルの場合　 壁筋比の1/2

　・壁筋シングルの場合 壁筋比程度

　・面外方向筋　D10以上

　　　　　　　　または 溶接金網9φ

(b)圧入工法［上部より圧入］

割裂補強筋

接合筋

型枠

あと施工
アンカー

フロー管
オーバー

コンクリート
圧入

ポンプ圧送管

既存コンクリート躯体

壁筋

既存コンクリート躯体

無収縮モルタル
の圧入

打継ぎ面は水平とする。

既存コンクリート躯体

フレキシブルホース

あご型枠
(壁全長にわたって設ける)

コンクリートはつり取り部分

※ 原則として、(a)又は(b)工法とする。

※ 外部振動機等により充分な締め固めを行う。

スパイラル筋を用いた場合の配筋例(b)

(a)

幅止メ筋

幅止メ筋を用いた場合の配筋例

本工事の基本的指針となる設計図書は日本建築防災協会発行「2001年改訂版 既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震改修設計指針・同解説」である。(現場常備とする)

この仕様書は、鉄筋コンクリート増設壁に適用する。

特記事項は国土交通大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書　建築工事編（最新版）」に依る。

・

・

・

無収縮モルタル

鉄筋（アンカー） SD345  規格品（ナット付きとし、径、長さは設計図に依る。）

SD295A 規格品（ナット付きとし、径、長さは設計図に依る。）

樹脂アンカー カプセル型レジンタイプ

下記メーカーもしくは同等品以上とする。

旭化成工業株式会社   ： ARケミカルセッター　APシリーズ

前田工繊株式会社　   ： ボルトメイト

(株)日本デコラックス ： ケミカルアンカー　Rタイプ

日本ヒルティ(株)     ： HEA

・

割裂補強筋・ (1)

(2)

スパイラル筋　　φ6-@40～50　外径120

　　　　　　　　（外径は壁厚ｔからかぶり厚を引いた値）

はしご筋　　面　内：2-2-D10

　　　　　　面　外：2-D10-@200

　　　　　　上下はしご間距離：H = 100㎜程度

(1)セメント　　(2)コンクリート　　(3)モルタル　　(4)鉄筋　　(5)アンカー

受けた場合に限り、メーカーが保証する検査証明書を提出して、これを省略することができる。

・ アンカーについては全数打音確認を行い、目安に応じ(3本/耐力壁1枚)せん断試験及び引張試験を行う。

・

・

・

・

騒音・粉塵・落下危険防止等、十分考慮して施工すること。

既存腰壁・建具等の取り壊し前にカッター入れを行い、既存柱・梁を損傷しないこと。

解体部分は清掃を行うこと。

クリート及びモルタル打設前に十分な水湿しを行う。

増設部分と既存コンクリート躯体との接触面については、既存コンクリート躯体面を目荒しとし、コン

・

・

・ 原則として当面の間、鉄板型枠は使用しないものとする。

・

・

・

・

・

・

打設壁上部は無収縮モルタルをグラウトポンプなどにより圧入する。

コンクリート試験

品質は下記の表による。

コンクリートの打設方法は、型枠上部に打ち込み用開口部を設け、打ち込み面が水平になるようにして、

分な施工計画を立てる。

コンクリートの打設にはバイブレーターの使用、又はタタキにより密実なコンクリートとなるように充

既存梁底から200㎜程度の空間を残して打ち止める。

圧縮強度については公的機関で試験を行う。

空気量（％）スランプ（㎝）

18 ± 2.5 4.5 ± 1.5 0.3 以下

塩化物イオン量（㎏/m ）

試験は1日に施工する毎に、圧縮試験体を作製する。材令28日 3本とする。

３）材料試験

４）解体・はつり

５）鉄筋・型枠工事

６）コンクリート打設工事

１）工事計画

で、既存躯体との接合がきわめて重要である。また、この方法は限られた場所で行われるもので、一般

本工事は、既存の構造体に対して部材を増設することに依って耐震性の向上及び構造の改善を図るもの

の建築工事とは施工方法等相当異なる面がある。

(1)躯体寸法、階高寸法その他は実測による。

特に次の点に十分注意すること。

コンクリート・

・ 鉄筋（壁筋）

(3)

(4)

(5)

(6)

(1)

(2)

２）使用材料

(3)

(2)既存コンクリートとの一体化を図る。

・設計基準強度 ※

粗骨材の最大寸法 20㎜程度以下

スランプ 18㎝

レディミクストコンクリート使用とする。

単位セメント量

水セメント比 60％以下

施工に先立ち全工程の施工計画書を作成し、承諾を得ること。

3

下記の材料は、共通仕様書に依り材料試験を行う。但しコンクリート・モルタル以外は監督官の承諾を

豆板の補修を行うこと。（甚だしい場合は監督官と協議の上、適切な補修法を決定すること）

鉄筋・型枠工事について、施工図を作成し、監督官の承諾を受ける。

ものを使用する。

グラウトモルタルは既存梁底部分の空隙を密実に容易に充填できる事が必要で、以下に示す性質を持つ

多少膨張性のあることが好ましいが、硬化後は体積変化を生じさせない事。

ブリージング現象が少ない事。

流動性が良好で施工性が良い事。

下記メーカーもしくは同等品以上とする。

グラウトモルタルは、早強形特殊セメント系無収縮モルタルとし、調合はプレックスタイプとする。

小野田セメント ： プレユーロックス

ＡＢＣ商会　　 ： ノンシュリンクライトグラウト

電気化学工業　 ： デンカプレタスコンT-1

ポゾリス物産　 ： マスターフロー540グラウト 20.00kN/m  流化値5～11秒

18.75kN/m  流化値8±2秒

18.25kN/m  流化値8±2秒

18.75kN/m  流化値8±2秒

3

3

3

※モルタルの練り混ぜに使用するミキサーは、アルミ製の物を使用してはならない。

(5)

(6)圧入工事はグラウトポンプ等により行い、空隙が密実に充填できるように計画する。

・

(2)

(3)

(4)

(3)

試験は1日に施工する毎に、J14ロート試験を行い、圧縮試験体を作製する。

試験体は、径50㎜、高さ100㎜大きさとし、材令28日3本とする。

モルタル試験 ： 圧縮強度については公的機関で試験を行う。

コンシステンシー試験はJ14ロート試験方法に準ずる。

試験は「コンクリート標準示方書(土木学会)」プレパクドコンクリートの圧縮試験方法による。

・

(1)

(2)

3

既存コンクリート面との付着が良好である事。(1)

・

・

・

・

・

・

・

・

・

施工ピッチは図示に依る。

作業員は、あと施工アンカー施工士が行うものとする。

あと施工アンカーの施工中は、あと施工アンカー認定資格者が常駐し施工管理を行うこと。

事前に鉄筋探査を行い、既存鉄筋位置を確認してから、穴開け位置を決定すること。

穴開けに失敗した場合は、アンカー芯よりも内側に再度穴開けを行う事。

孔内の清掃は集塵機とブラシを併用し、仕上げ清掃は集塵機とする。

失敗穴の処理は、躯体と同等以上の強度のモルタル等で補修する事。

アンカーの養生期間はメーカーの仕様による。

接着系あと施工アンカー　（全数打音確認）

接着系あと施工アンカー　（せん断試験，引張試験）

(1)

(2)

せん断，引張試験は各階各増設壁1枚当たり、1本かつ各階3本以上とする。

コンクリート強度が18N/㎜ 以上の場合はせん断試験を省略することができる。2

確認耐力は、設計用せん断力および設計用引張力とする。

せん断試験方法は簡易せん耐力検定装置により行っても良い。

有効定着長さ

Ln

埋込深さ

L

接着系ｱﾝｶｰ径

da

採

用

７）グラウトモルタル圧入工事

８）接着系あと施工アンカー工事

D19

D22

kN/本

※ ( ) は 引張降伏を保証する箇所

kN/本

kN/本

kN/本

kN/本

kN/本

kN/本 kN/本

kN/本 kN/本

D16

D13

D10

(10da以上)

 8da以上

ナット付き

20da以上

ナットなし

30da以上

47.4

17.0

30.3

68.4

92.2

29.0

40.4

50.4

59.9

17.1

設　計　用

せん断耐力

設計用引張耐力

（@200）

施工計画書を提出し、監督官と打ち合わせの上、決定すること。

既存鉄筋に当たり、アンカー穴が開けられない場合は、監督官の指示を受けること。

所定の耐力が得られない場合は監督官と協議の上、処置を検討する。

アンカー試験（監督官の立ち会いの元に検査を実施すること）・

シーリング　10×15
ポリサルファイト系

バックアップ材
（既存躯体）

（無収縮モルタル）

モルタル刷毛引

９）コンクリート打設部の処理

アンカー工事は全てサイレント工法とする。※

300㎏/m3 以上

   N/㎜2

SD345（D19以上）， SD295（D16以下）　規格品

設計基準強度　Fm = 30N/㎜2 以上

24 N/㎜2

　　　　　適用を外れる場合は監督官と協議の上、施工方法等についてはこの仕様書を準用する。

適用範囲：原則として既存コンクリート強度は Fc = 13.5N/㎜2 以上に適用する。補強改修工事　特記仕様書（鉄筋コンクリート造）

訂 正 　月　日

・

・

・

設計番号

図面番号縮尺

工事名称

図面名称

製　図担　当所　長設計年月日

・ ・

青森市大字安田字近野100-5

有限会社 内山建築設計事務所

TEL 017-782-4083

岡
澤

内
山１級建築士 第 153885 号　内山 直隆

１級建築士事務所　A1-601 号

Ｓ ０１

Ｒ８ 　３ 八戸東高等学校普通教室棟補強改修工事

補強改修特記仕様書（ＲＣ） 1:---
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訂 正 　月　日
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・

・

設計番号

図面番号縮尺

工事名称

図面名称

製　図担　当所　長設計年月日

・ ・

青森市大字安田字近野100-5

有限会社 内山建築設計事務所

TEL 017-782-4083

岡
澤

内
山１級建築士 第 153885 号　内山 直隆

１級建築士事務所　A1-601 号

Ｓ

Ｒ８ 　３ 八戸東高等学校普通教室棟補強改修工事
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HOOP用貫通孔

縦筋 □-D13-@200

フレア溶接　両面の場合  5d

片面の場合 10d

横筋 D13-@200 ダブル

頂部･脚部 2-D16

13

A

▽1.FL

▽GL
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▽1.FL

▽GL

HOOP用貫通孔 @150

HOOP用貫通孔 @150

HOOP　D16-@150

柱主筋　20-D22

HOOP　D16-@150 (上部2段･コの字)

縦筋 □-D13-@200

横筋 D13-@200 ダブル

2-D16

2-D16

幅止メ筋 D10-@1,000以内

無収縮モルタル注入

無収縮モルタル注入無収縮モルタル注入

1:50ピット伏図

12

復旧詳細図 1:20
A

1:20断面図-1:20断面図-

a

b

b

a

a a b b

① 仕上げ材、損傷コンクリートの小塊（25mm以下）を除去

④ 配筋・型枠建て込み

② 既存壁にHOOP用貫通孔を施工

③ 壁損傷部のクラック補修

⑤ 無収縮モルタル注入

無収縮モルタル注入用の目地止め程度

φ20mm程度、150mmピッチ

HOOP溶接長さ：片側溶接の場合 10d、両面溶接の場合 5d（フレア溶接）

Fm = 30 N/mm2

施工手順

Ｙ

Ｘ
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Ｒ８ 　３ 八戸東高等学校普通教室棟補強改修工事
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記号の末尾にＣの記号を付記したものは隠ぺい部に取り付ける。

特記無き限り露出型ねじ止め式とする。

記号の末尾にＷＰの記号を付記したものは屋外形とする。

記号の末尾にＳＵＳの記号を付記したものはステンレス製とする。

記号の末尾にＶの記号を付記したものは合成樹脂製とする。

プルボックス寸法は下記による。

廊下

動力盤 P-1-1

443 WP-SUS
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ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－４Ｃ×２

Ｅ５.５ｓｑ ・＜ＥＤ＞
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Ｅ５.５ｓｑ ・＜ＥＤ＞

（Ｇ４２） ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－４Ｃ×４

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－４Ｃ×２

Ｅ５．５ｓｑ ・＜ＥＤ＞

（ＺＧ７０・Ｆ２－７６）

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－４Ｃ×２

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－４Ｃ×４
（ＺＧ７０・Ｆ２－７６）

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－４Ｃ×６

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－４Ｃ×３

Ｅ５.５ｓｑ ・＜ＥＤ＞

（Ｇ７０）（Ｇ７０）

443 WP-SUS

543 WP-SUS

【取外し・再取付】金属可とう電線管は撤去・新設

【取外し・再取付】電線・ケーブルのみ

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－４Ｃ×２

443 WP-SUS
221 WP-SUS

【取外し・再取付】金属可とう電線管は撤去・新設

【取外し・再取付】ケーブルのみ

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－４Ｃ（ＺＧ２２・Ｆ２－２４）

【取外し・再取付】

ＥＭ－ＣＥＥ－Ｓ１．２５ｓｑ－２Ｃ（ＺＧ１６・Ｆ２－２４）

【取外し・新設】ケーブル再使用

553 WP-SUS

普通教室棟 １階 Ｓ＝１／１００

設計年月日 設計 検図 承認印 工事名称 設計番号

製図 担当 承認年月日 図面名称 縮尺 図面番号

Ｒ０２．０６．０１訂正 紙図面をデータ化。

【撤去・新設】照明盤・ケーブルは再利用

【撤去・新設】電線管・電線・ケ―ブルは再使用

1、盤類・プルボックスは取外し・再利用。

2、金属可とう電線管は撤去・新設。

ＡＣＰ－１ＡＣＰ－２ ＡＣＰ－２ＡＣＰ－１

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－４Ｃ×２ ＜動力盤Ｐ－１－１～ＡＣＰ－１３＞

E - 01

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ（ＨＩＶＥ２２・ＰＦＤ２２）

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ（ＺＧ４２・Ｆ２－５０） ＜ＱＢ～動力盤Ｐ－１－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ（ＺＧ４２・Ｆ２－５０） ＜ＱＢ～動力盤Ｐ－１－１＞

Ｅ５．５ｓｑ×２ （ＺＧ２８・Ｆ２－３０）＜接地極～動力盤Ｐ－１－１＞

A1=1/100
普通教室棟 1階 配線図

八戸東高等学校普通教室棟補強工事

A3=1/200中村

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ Ｅ５．５ｓｑ ＜ＱＢ～動力盤Ｐ－１－１＞

ＡＣＰ－１３

ＡＣＰ－２ ＡＣＰ－２ＡＣＰ－２

ＡＣＰ－１３

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－４Ｃ×２（ＺＧ２８・Ｆ２－３０） ＜動力盤Ｐ－１－１～ＡＣＰ－１３＞

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ（ＺＧ４２・Ｆ２－５０） Ｅ５．５ｓｑ ＜ＱＢ～動力盤Ｐ－１－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ（ＺＧ４２・Ｆ２－５０） Ｅ５．５ｓｑ ＜ＱＢ～動力盤Ｐ－１－１＞

2026/04/23 中村
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ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ Ｅ５．５ｓｑ ＜ＱＢ～動力盤Ｐ－１－１＞

ＡＣＰ－１ＡＣＰ－２ＡＣＰ－２ＡＣＰ－１ＡＣＰ－２
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